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１．分野別方針の構成について 

■現行計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
  

■ 土地利用の方針 

 
１ 土地利用の方針 

・土地利用 

・市街地整備 

■ 見直し案（都市計画の体系ベース） 

２ 道路・交通環境の整備方針 

・道路 

・地域交通(モノレール、バス) 
 

３ 公園・緑地等の整備方針 

・公園 

・緑地 

・河川 
 

４ 安全・安心のまちづくりの方針 

・防災・減災 

・防犯 
 

５ 景観・環境の形成方針 

・景観 

・環境 
 

６ 活力あるまちづくりの方針 

・生活環境 

・文化・教育 

・産業 

・観光 
 

都
市
施
設
の
整
備
方
針 

◆ 分野別方針 

便利で快適なみち・あしづくり 

（1）まちの骨格となる道路づくり 

（2）地域の生活を支える道路づくり 

（3）歩きやすい歩道づくり 

（4）モノレールなど公共交通機関の充実 

１ 

（1）身近な自然環境の保全と活用 

（2）水とみどりを生かしたネットワークづくり 

（3）まちのうるおいとなる農地の保全と活用 

（4）コミュニティを育む場となる公園づくり 

（5）環境と共生した河川の整備と維持・管理 

うるおいあるまちづくり ２
  

安全・安心のまちづくり 

（1）災害に強い市街地づくり 

（2）安全性を支える都市基盤づくり 

（3）災害に備えた対策と体制づくり 

（4）防犯に配慮したまちづくり 

３ 

やすらぎ･住みよさのまちづくり 

（1）市街地の特性に応じた住環境の形成 

（2）環境に配慮したまちづくり 

（3）生涯学習環境の充実 

（4）美しいまちなみへの誘導 

４ 

にぎわい・活力のまちづくり 

（1）商業・農業・工業の振興 

（2）日産自動車村山工場跡地の利用 

（3）中心市街地の形成 

（4）観光の振興とレクリエーションの充実 

（5）個性あるまちづくりへの支援 

５ 

やさしさ･ふれあいのまちづくり 

（1）人にやさしいバリアフリーの推進 

（2）高齢社会等に配慮した施設の整備 

（3）福祉のこころを育てるまちづくり 

６ 

みどり・公園 

農地 

河川 

防災 

防犯 

住環境 

環境 

生涯学習施設 

景観 

産業 

日産工場跡地 

観光 

バリアフリー 

高齢者・子育て 

道路・交通 

住環境、みどり、農地 

みどり 

みどり 

日産工場跡地 

生涯学習施設 

バリアフリー 
高齢者・子育て 

資料４ 

１ 協働まちづくりの推進 

２ 総合的なまちづくりの推進 

３ まちづくりの推進体制の充実 

実現化に向けた方策 

  

第１章 武蔵村山市の概況 

第２章 未来の武蔵村山市 

１ まちづくりの目標 

 

 

 

２ まちの将来像 

 

 

第３章 分野別方針 

  

 

 

全体構想 

１ 便利で快適なみち・あしづくり 

２ うるおいあるまちづくり 

３ 安全・安心のまちづくり 

４ やすらぎ・住みよさのまちづくり 

５ にぎわい・活力のまちづくり 

６ やさしさ・ふれあいのまちづくり 

・将来都市構造 

・土地利用方針 

 

第１章 北東地域 

水とみどりと歴史にふれあう 

故郷
ふるさと

のかおりただようまち 

第３章 南西地域 

人・自然・ものづくりが 

ともに活きづき 

ふるさとを感じる並木のまち 

第４章 北西地域 

寄らっしぇい 

みどり・ふれあい・やすらぎの郷
さ と

 

 

第２章 南東地域 

みんなが主役！生き活き暮らす 

交流と発展のまち 

地域別構想 

活力とみどりにあふれ 

誰もがいきいき暮らすまち 

武蔵村山 

< ま ち づ く り 基 本 方 針 の 構 成 > 

※上記の各地域における将来像

は、市民提案書で提案されたも

のを採用しています。 
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２．地域別構想の地域区分について 

現計画の地域区分は、新青梅街道と八王子村山線を境に 4地域に分かれ、南北が分

断された形となっているが、本市は今後予定される多摩都市モノレールの新駅設置や

都市核土地区画整理事業等による新たなまちづくりを推進しているところである。 

そのため、第五次長期総合計画の将来都市構造図にも位置付けられた「都市核」・

「サブ核」を拠点とした南北方向への人の流れや地域の繋がりを創出し、「都市軸

（新青梅街道）」による東西方向の交通機能の連携を強化した武蔵村山市らしい都市

構造を形成するため、３つの地域へと再編を行う。 

 

 

 

南東地域 

北東地域 

南西地域 

北西地域 

＜参考＞ 現計画の地域区分 

人の流れ 

モノレール想定駅 

凡例 

■ 第五次長期総合計画における将来都市構造 

《都市核》 

多摩都市モノレールの延伸により新駅設置が想定される、本町・榎地区の新青梅街道周

辺から村山工場跡地の北地区付近までを広く都市核と位置付け、本市の顔となる魅力あ

ふれる中心市街地として、商業、住宅、行政サービス、防災などの多様な機能を集積しま

す。 

《サブ核》 

多摩都市モノレールの延伸により、本市の玄関口となる緑が丘地区と中原・岸地区を東

西のサブ核と位置付け、市民生活の拠点として、住宅のほか商業、生活支援機能などを集

積します。 

《都市軸》 

新青梅街道とその沿道空間を都市軸と位置付け、広域的なネットワークを強化します。 

また、にぎわいと活力のある、みどり豊かな広がりと厚みをもったうるおいある沿道市

街地を形成します。 

■地域区分案 


